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表
題
の
言
葉

は
、
「
終
末
を

考
慮
せ
よ
」
と

一
対
の
格
言
と

さ
れ
て
い
る
。

事
の
発
端
で
、
そ
れ
が
ど
ん
な
結
末

を
も
た
ら
す
の
か
を
見
極
め
る
こ
と

の
大
切
さ
を
教
え
た
も
の
で
あ
る
。

菅
政
権
の
初
仕
事
が
な
ん
と
、
日

本
学
術
会
議
の
新
会
員
６
人
の
任
命

を
「
理
由
」
な
く
拒
否
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。

10
月
１
日
、
こ
の
こ
と
が
新
聞
で

報
じ
ら
れ
た
時
、
私
は
上
の
格
言
と

と
も
に
、
と
っ
さ
に
ル
ー
テ
ル
派
の

Ｍ
・
ニ
ー
メ
ラ
ー
牧
師
の

次
の
言
葉
を
思
い
出
し
た
。

「
ナ
チ
ス
が
最
初
共
産
主

義
者
た
ち
を
攻
撃
し
た
と

き
、
少
し
不
安
だ
っ
た
が
、

私
は
共
産
主
義
者
で
は
な

か
っ
た
の
で
、
声
を
上
げ

な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
社

会
民
主
主
義
者
や
労
働
組

合
員
た
ち
、
ユ
ダ
ヤ
人
が

攻
撃
さ
れ
た
と
き
も
、
や

は
り
声
を
上
げ
な
か
っ
た
、

(
中
略
）
つ
い
に
彼
ら
が
教

会
を
攻
撃
し
た
と
き
、
私

は
牧
師
だ
っ
た
の
で
行
動

し
た
。
し
か
し
、
私
の
た

め
に
声
を
上
げ
る
者
は
誰

も
い
な
か
っ
た
」
と
。
ニ
ー

メ
ラ
ー
は
逮
捕
さ
れ
、
戦

後
、
解
放
さ
れ
る
ま
で
ダ
ッ
ハ
ウ
強

制
収
容
所
に
拘
留
さ
れ
た
。

今
回
の
出
来
事
は
、
「
発
端
」
と

も
「
終
末
」
と
も
み
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
そ
れ
を
「
終
末
」
と
み
た
と

き
、
今
回
の
人
事
介
入
は
、
安
倍
前

政
権
が
恣
意
的
な
憲
法
解
釈
で
「
集

団
的
自
衛
権
」
の
行
使
容
認
を
強
行

す
る
た
め
、
内
閣
法
制
局
長
官
の
首

を
す
げ
替
え
た
り
、
特
定
の
検
察
官

人
事
を
念
頭
に
検
察
庁
法
の
改
定
を

図
る
な
ど
、
こ
の
間
の
人

事
権
乱
用
の
延
長
線
上
で

の
一
事
象
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

し
か
し
逆
に
、
形
式
上

の
任
命
権
を
タ
テ
に
、
法

解
釈
を
捻
じ
曲
げ
、
憲
法

が
保
障
す
る
言
論
・
表
現
、

思
想
、
結
社
、
信
教
の
自

由
な
ど
、
基
本
的
人
権
に

属
す
る
諸
権
利
を
そ
の
根

底
で
支
え
る
「
学
問
の
自

由
」
を
侵
し
、
そ
の
結
果
、

自
由
な
発
想
と
自
律
し
た

研
究
活
動
か
ら
生
み
出
さ

れ
る
科
学
・
学
術
研
究
の

成
果
の
、
究
極
の
享
受
者
・
国
民
が

共
有
す
べ
き
利
益
を
損
な
う
こ
と
に

な
る
と
み
た
と
き
、
こ
れ
を
「
発
端
」

と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
そ
こ
に
あ

る
の
は
、
「
発
端
」
と
「
終
末
」
の

因
果
の
ス
パ
イ
ラ
ル
で
あ
る
。

今
回
の
事
件
は
、
安
倍
前
首
相
と

同
様
、
菅
首
相
の
反
知
性
主
義
的
で

傲
岸
な
体
質
か
ら
の
拙
劣
な
政
治
判

断
を
露
呈
し
た
も
の
だ
が
、

そ
れ
自
体
人
事
介
入
を
通
じ

た
組
織
に
対
す
る
恫
喝
で
あ

り
究
極
の
パ
ワ
ハ
ラ
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
圧
倒
的
な
国
民
世
論

の
力
で
こ
れ
に
反
撃
し
、
新
会
員
の

任
命
を
勝
ち
取
る
た
め
、
こ
の
「
発

端
」
に
抵
抗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

菅
政
権
の
暴
挙
に
対
し
て
、
ま
ず
、

学
術
会
議
の
広
渡
、
大
西
元
会
長
や

山
極
前
会
長
は
、
こ
う
し
た
人
事
介

入
の
違
法
性
を
厳
し
く
指
摘
。
そ
し

て
、
各
分
野
の
全
国
学
会
や
大
学
・

研
究
機
関
は
も
と
よ
り
、
各
界
の
団

体
・
個
人
が
一
斉
に
抗
議
と
任
命
拒

否
撤
回
の
声
を
上
げ
て
い
る
。
中
で

も
、
「
菅
首
相
の
任
命
拒
否
撤
回
を

求
め
る
」
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
が
発
出

後
わ
ず
か
10
日
間
で
14
万
人
を
超
え

る
賛
同
者
を
集
め
、
ま
た
国
際
的
な

科
学
誌
・
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
や
『
サ

イ
エ
ン
ス
』
が
、
こ
れ
を
「
学
術
の

独
立
を
犯
す
」
行
為
と
報
じ
る
な
ど
、

国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
政
治
的
介
入

に
抗
議
す
る
声
が
朝
野
に
あ
ふ
れ
て

い
る
。

戦
前
期
、
帝
国
学
士
会
や
日
本
学

術
振
興
会
な
ど
の
学
術
組
織
が
軍
事

研
究
に
関
わ
り
、
戦
争
に
協
力
し
た

痛
恨
の
歴
史
の
反
省
の
上
に
、
戦
後
、

日
本
学
術
会
議
が
民
主
主
義
と
科
学

の
発
展
を
根
底
か
ら
支
え
る
知
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
誕
生
し

た
こ
と
の
意
味
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
学
術
研
究
の
戦
前
回
帰
を
許
さ

な
い
た
め
に
も
、
「
発
端
」
の
い
ま
、

こ
の
国
の
良
心
と
主
権
に
か
け
て
、

こ
れ
を
「
自
分
ご
と
」
と
し
、
抵
抗

の
輪
を
広
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

最
後
に
、
朝
日
柳
壇
か
ら
一
句
。
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コロナ禍で、音楽は！
文化・芸術は？

新型コロナウイルス感染拡大は収束の

先が見えない不安な日々が続いています。

三密を避けるため、集まれない、大声で歌うこともできな

い、今まであたり前にやってきたことができない、それは

深刻なことです。

文化、芸術は生きる権利、心の栄養。「文化の危機は心

の危機」、不要不急のものではないのです。文化の力で

「免疫力」を高めよう。「笑い」が増えるとナチュラルキ

ラー細胞の働きが活性化して、免疫力が高まるのだそうで

す。元気一ぱい笑いのある生活を作りたいですね。

うたごえは「五つの止め」①戦争法廃止②辺野古新基地

建設阻止③原発停止④核兵器禁止⑤安倍９条改憲政権に止

め、を大きな目標に掲げ運動を進めています。その運動の

中でたくさんの歌を創り、歌い、届ける活動を全国で進め

ているのです。被爆75年記念作品として、うたごえ作曲家

による曲が生まれました。その１つの一部を紹介させてい

ただきます。 小澤僖和子

“もしあなたがここにいれば”折り鶴からのメッセージ

もしあなたがここにいれば

戦火の中の子どもたちを励ましただろう

もしあなたがここにいれば

世界は連帯の拍手を送っただろう

あなたの力貸してほしい

僕らの力信じてほしい

平和のためにできることを世界中のみんなと一緒に

つむじ風 学術会議への人事介入を許すな！
静岡市平和委員会は

菅首相に抗議文

10
月
１
日
、
菅
政
権
は
、
学
術
会
議
会

員
の
推
薦
名
簿
１
０
５
人
の
中
か
ら
６
人

を
除
外
す
る
と
い
う
暴
挙
に
出
ま
し
た
。

学
術
会
議
は
、
政
府
の
一
機
関
で
は
あ

り
ま
す
が
、
高
度
な
独
立
性
を
も
っ
て
お

り
、
首
相
の
任
命
権
は
形
式
的
な
も
の
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
的
な
官
僚
人
事

の
延
長
で
や
っ
た
と
し
た
ら
、
あ
ま
り
に

も
見
識
が
な
い
と
言
わ
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

６
人
の
中
に
は
、
慈
恵
医
大
の
小
澤
隆

一
教
授
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
小
澤
教
授

は
、
静
岡
市
平
和
委
員
会
の
会
員
で
あ
り
、

静
岡
大
学
時
代
に
は
、
静
岡
県
憲
法
９
条

の
会
の
事
務
局
長
を
勤
め
ら
れ
た
方
で
す
。

そ
し
て
、
安
保
法
制
の
時
に
は
国
会
で
参

考
人
と
し
て
反
対
の
論
述
も
さ
れ
ま
し
た
。

他
の
５
人
の
方
に
も
共
通
し
て
い
る
の
は
、

安
保
法
制
、
特
定
秘
密
保
護
法
、
共
謀
罪

法
な
ど
に
反
対
の
声
を
上
げ
た
こ
と
で
す
。

も
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
理
由
だ
と
し

た
ら
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
す
。

こ
の
問
題
、
学
問
の
自
由
に
対
す
る
攻

撃
と
い
う
意
味
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

政
府
と
異
な
る
考
え
は
排
除
す
る
と
い
う

国
民
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
撤
回

し
て
６
人
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
限

り
、
政
権
が
倒
れ
る
ま
で
こ
の
問
題
は
続

き
ま
す
。

静
岡
市
平
和
委
員
会
は
、
10
月
３
日
、

菅
総
理
大
臣
あ
て
の
抗
議
文
を
送
り
ま
し

た
。

（
編
集
部
）

風の
子

「発端に抵抗せよ」 ～佐藤 博明～

「
総
合
」
と
「
俯
瞰
」
で
理
由
隠
蔽
し

張
本
雅
文
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イ
エ
ス
の
受
難
～

復
活
を
オ
ラ
ト
リ
オ

曲
に
し
た
の
が
「
マ

タ
イ
」
「
ヨ
ハ
ネ
」

両
受
難
曲
だ
。
マ
タ

イ
は
２
つ
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
と
合
唱
団
、

福
音
史
家
と
ソ
リ
ス

ト
達
、
全
曲
３
時
間

か
か
る
西
洋
音
楽
史

中
の
大
曲
。
今
か
ら

40
年
以
上
前
に
ド
イ

ツ
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ

の
「
ト
ー
マ
ス
教
会
合
唱
団
」
（
バ
ッ

ハ
が
死
ま
で
合
唱
長
を
し
て
い
た
）
が

東
京
へ
（
テ
オ
ア
ダ
ム
と
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー

等
）
、
本
場
の
マ
タ
イ
を
生
で
初
め
て

聴
い
た
。
以
来
飽
き
る
こ
と
が
な
い
ど

こ
ろ
か
ま
た
歌
い
た
く
な
る
。
数
十
曲

あ
る
コ
ラ
ー
ル
や
ソ
ロ
曲
も
素
晴
ら
し

い
。
中
で
も
僕
が
好
き
な
の
は
39
曲
目

の
ア
ル
ト
ソ
ロ
。
「
私
を
憐
れ
ん
で
く

だ
さ
い
、
私
の
涙
ゆ
え
に
～
私
は
激
し

く
泣
い
て
い
る
の
で
す
」
と
カ
ウ
ン
タ
ー

テ
ノ
ー
ル
が
切
々
と
歌
う
。
信
者
で
は

な
い
僕
で
も
こ
の
歌
を
聴
く
と
ジ
ー
ン

と
く
る
。
バ
ッ
ハ
コ
レ
ギ
ウ
ム
ジ
ャ
パ

ン
の
イ
ギ
リ
ス
人
の
ロ
ビ
ン
ブ
レ
イ
ズ

が
僕
の
好
み
。
故
武
満
徹
は
癌
で
死
去

す
る
直
前
ま
で
マ
タ
イ
を
何
度
も
聴
い

て
い
た
そ
う
だ
。
「
ヨ
ハ
ネ
受
難
曲
」

は
合
唱
と
コ
ラ
ー
ル
が
充
実
し
て
い
る

の
で
マ
タ
イ
と
は
違
う
魅
力
を
持
つ
。

バ
ッ
ハ
の
器
楽
曲
は
、
「
Ｇ
線
上
の

ア
リ
ア
」
や
「
２
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

の
為
の
協
奏
曲
」
が
有
名
だ
。
僕
も
メ

ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
る
「
弦
楽
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
清
水
」
は
今
こ
れ
を
練
習
中
。

ド
素
人
集
団
の
我
々
で
も
何
度
練
習
し

て
も
飽
き
る
こ
と
が
な
い
。
さ
す
が
名

曲
は
違
う
。
弦
楽
器
だ
け
の
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
は
耳
に
や
さ
し
い
。
こ
の
ジ
ャ
ン

ル
で
好
き
な
曲
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
敢

て
挙
げ
る
と

１
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

と
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
「
弦
楽
セ
レ
ナ
ー

ド
」
。
２
、
グ
リ
ー
グ
の
「
二
つ
の
悲

し
い
旋
律
」
。
３
、
マ
ー
ラ
ー
の
交
響

曲
５
番
第
４
楽
章
「
ア
ダ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
」

（
妻
の
ア
ル
マ
へ
の
愛
を
歌
っ
て
い
る

と
の
説
あ
り
、
マ
ー
ラ
ー
と
同
じ
ユ
ダ

ヤ
人
の
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン

指
揮
の
Ｃ
Ｄ
が
お
勧
め
）
。

私の好きな音楽
（８）～ 宮 秀雄 ～

10月

19日～30日 米軍沖縄県道104号越え

訓練監視行動：東富士演習場

朝から夜まで監視活動を行います

“ぜひ参加を！”

29日(木) ９の日行動 12:00青葉前

11月

９日(月) ９の日行動 12:00青葉前

15日(日) 浜岡原発再稼働を許さない・

ひまわり集会in静岡

12:30スタート

駿府城公園東御門前広場

19日(木) オール静岡アクション

17:30青葉前

21日(土) 日本平和大会・オンライン

平和委員会事務所 10:00～

29日(日) ９の日行動 12:00青葉前

平和の動き
10～11月

◇日時 １１月２８日（土）１３：３０～

◇場所 シズウェル６０１号室

◇講演 「 敵基地攻撃能力 」ってなに？

◇講師 千坂 純氏

（日本平和委員会事務局長）

◇資料 資料「敵基地攻撃能力」ってなに？

（リーフレット１５円）

日本平和委員会、憲法会議発行

今話題の「敵基地攻撃能力の保有」は、安倍前首相の置き土産です。安

倍前首相は、このことについて３回、国民に向かって語りました。

一回目は、６月18日の通常国会終了後の記者会見で。二回目は、８月28

日に退陣表明の記者会見で。そして、三回目が退陣を目の前にした９月11

日、「安倍首相の談話」で遺言のような形で。

安倍前首相がこれほど執着している「敵基地攻撃能力の保有」とは何で

しょうか？そのねらいはどこにあるのでしょうか？

静岡市平和委員会では、

これらの疑問に答えるため

に学習会を計画しました。

是非ご参加ください。

（事務局）

Ｆ35戦闘機から発射された長

距離射程ミサイルＪＳＭ。射程

500ｋｍ。すでに中期防衛力整

備計画で保有を決定。

「敵基地攻撃能力」ってなに？

日本平和委員会事務局長が語る！

日
本
学
術
会
議
の
新
会
員
任
命
を
見
送

ら
れ
た
候
補
六
人
の
う
ち
の
一
人
、
東
京

慈
恵
医
大
の
小
沢
隆
一
教
授
は
か
つ
て
静

岡
大
に
憲
法
学
の
教
授
と
し
て
在
籍
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
現
在
で
も
静
岡
市
の

平
和
委
員
会
の
会
員
で
す
。
「
憲
法
９
条

を
守
れ
」
と
い
う
運
動
が
始
ま
る
と
県
内

の
『
憲
法
９
条
を
守
る
会
』
全
体
の
連
絡

調
整
を
行
う
初
代
の
事
務
局
長
と
し
て
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
「
憲
法

９
条
を
守
る
会
」
が
地
域
や
職
場
で
数
多

く
作
ら
れ
ま
し
た
。
今
も｢

９
の
日
行
動｣

が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
結
果
で
す
。

学
者
仲
間
か
ら
そ
の
学
問
の
水
準
と
中

身
が
評
価
さ
れ
て
推
薦
さ
れ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
理
由
や
説
明
な
し
で
外
さ
れ
た
の

は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
る
よ
う
に
、

政
府
の
方
針
に
異
議
を
唱
え
た
か
ら
と
い

う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
学
術
会
議
が
推

薦
し
た
人
物
を
首
相
が
選
別
す
る
と
い
う

こ
と
は
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
し
て
や
首
相
以
外
の
人
物
が

そ
の
選
別
を
行
っ
た
と
す
れ
ば
、
明
ら
か

に
日
本
学
術
会
議
法
に
違
反
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
ま
た
、
日
本
国
憲
法

第
19
条
の
思
想
お
よ
び
良
心
の
自
由
と
第

23
条
の
学
問
の
自
由
に
も
反
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
我
が
国
の
歴
史
を
顧
み
れ
ば

１
９
３
３
年
の
京
大
事
件
（
滝
川
事
件
）
、

１
９
３
５
年
の
天
皇
機
関
説
問
題
事
件
と

今
回
の
件
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
憲
法
改
正
へ
の
地
な
ら
し
が

始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
平
和

と
民
主
主
義
を
守
る
た
め
に
声
を
上
げ
行

動
し
ま
し
ょ
う
。

（
海
野

順
二
）

日
本
学
術
会
議
の
新
会
員
６
人
の
任
命
拒
否
は

憲
法
改
正
へ
の
地
な
ら
し
か

学習会の

お知らせ


